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平成 22年７月期（平成22年５月13日～平成22年７月８日）決算短信 

平成22年８月13日 

フ ァ ン ド 名 上場インデックスファンド日本高配当（東証配当フォーカス100）   上場取引所 東証 
コ ー ド 番 号  1698                                                 
連 動 対 象 指 標 東証配当フォーカス100指数 
主 要 投 資 資 産 株式および投資証券 
売 買 単 位  10口              
管 理 会 社 日興アセットマネジメント株式会社  URL http://www.nikkoam.com/        
代 表 者 名  取締役社長  ビリー・ウェード・ワイルダー 
問合せ先責任者 ディスクロージャー部長  犬伏 貴民  ＴＥＬ (03)6447－6147 
 
有価証券報告書提出予定日 平成22年９月22日 
分配金支払開始予定日   平成22年８月16日 
 
 

Ⅰ ファンドの運用状況 
 

 

１．22年７月期の運用状況（平成22年５月13日～平成22年７月８日） 
 
(1)資産内訳                                      （百万円未満切捨て）  

主要投資資産 現金・預金・その他の資産
（負債控除後）  

合計（純資産）  

金額     構成比   金額    構成比       金額    構成比
 
22年７月期 

百万円    ％ 

859  （99.9）
百万円   ％

0  （0.1）
百万円   ％

859  （100.0）

 
 
(2)設定・交換実績 
 

前計算期間末 
発行済口数(①) 

設定口数(②) 交換口数(③) 
当計算期間末 
発行済口数 
（①+②-③） 

 
22年７月期 

千口 

-   
千口

888
千口 

0 
千口

888

 
(3)基準価額 
 総資産 

（①） 
負債 
（②） 

純資産 
（③(①－②)）

10口当たり基準価額 
（（③/当計算期間末発行済口数）×10） 

 
22年７月期 

百万円 

865 
百万円

6 
百万円

859 
円

9,683.1 

 
(4)分配金  
 100 口当たり分配金 

 
22年７月期 

円

620 

 
 
２．会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更  無 
② ①以外の変更   無 
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Ⅱ 財務諸表等   

 
（１）貸借対照表   

（単位：円）

期別
当期 

平成 22 年 7月 8日現在 

科目 金 額 

資産の部   

 流動資産   

  コール・ローン             654,410    

  株式         774,899,250    

  投資証券          84,349,860    

  未収配当金           6,076,998    

  流動資産合計         865,980,518    

 資産合計         865,980,518    

負債の部   

 流動負債   

  未払収益分配金           5,506,158    

  未払受託者報酬              70,812    

  未払委託者報酬             325,832    

  その他未払費用             134,873    

  流動負債合計           6,037,675    

 負債合計           6,037,675    

純資産の部   

 元本等   

  元本         934,270,680    

  剰余金   

   期末剰余金又は期末欠損金（△）        △74,327,837    

   （分配準備積立金）              39,323    

  元本等合計         859,942,843    

 純資産合計         859,942,843    

負債純資産合計         865,980,518    
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（２）損益及び剰余金計算書   

（単位：円）

期別

当期 

自 平成 22 年 5月 13 日 

至 平成 22 年 7月 8日 

科目 金 額 

営業収益   

 受取配当金           6,076,998    

 有価証券売買等損益        △74,367,160    

 営業収益合計        △68,290,162    

営業費用   

 受託者報酬              70,812    

 委託者報酬             325,832    

 その他費用             134,873    

 営業費用合計             531,517    

営業損失（△）        △68,821,679    

経常損失（△）        △68,821,679    

当期純損失（△）        △68,821,679    

一部交換に伴う当期純損失金額の分配額（△）                   -    

期首剰余金又は期首欠損金（△）                   -    

剰余金増加額又は欠損金減少額                   -    

 当期一部交換に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
                  -    

 当期追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
                  -    

剰余金減少額又は欠損金増加額                   -    

 当期一部交換に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
                  -    

 当期追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
                  -    

分配金           5,506,158    

期末剰余金又は期末欠損金（△）        △74,327,837    

 



           上場インデックスファンド日本高配当（東証配当フォーカス 100）（1698）平成 22 年７月期決算短信 

4 

 
（３）注記表   

    
（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

    当期 

  期 別 自 平成22年5月13日 

  項 目 至 平成22年7月8日 

  有価証券の評価基準及び評価方法 株式及び投資証券は移動平均法に基づ

き、以下のとおり原則として時価で評価

しております。 

    
(1) 金融商品取引所等に上場されてい

る有価証券 

      

金融商品取引所等に上場されてい

る有価証券は、原則として金融商

品取引所等における計算期間末日

の最終相場（外貨建証券の場合は

計算期間末日において知りうる直

近の日の最終相場）で評価してお

ります。 

    
(2) 金融商品取引所等に上場されてい

ない有価証券 

      

当該有価証券については、原則と

して、日本証券業協会等発表の店

頭売買参考統計値（平均値）等、

金融商品取引業者、銀行等の提示

する価額（ただし、売気配相場は

使用しない）又は価格提供会社の

提供する価額のいずれかから入手

した価額で評価しております。 

    (3) 時価が入手できなかった有価証券 

      

適正な評価額を入手できなかった

場合又は入手した評価額が時価と

認定できない事由が認められた場

合は、投資信託委託会社が忠実義

務に基づいて合理的な事由をもっ

て時価と認めた価額もしくは受託

者と協議のうえ両者が合理的事由

をもって時価と認めた価額で評価

しております。 
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（貸借対照表に関する注記）      

当期 

平成22年7月8日現在 

1. 期首元本額 934,270,680 円

  期中追加設定元本額 0 円

  期中交換元本額 0 円

2. 当計算期間末日における 

受益権の総数 
888,090 口

3. 元本の欠損 

  貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その

差額は74,327,837円であります。 

 

（損益及び剰余金計算書に関する注記）      

当期 

自 平成22年5月13日 

至 平成22年7月8日 

1. 分配金の計算過程 

  自 平成22年5月13日

  至 平成22年7月8日

Ａ 当期配当等収益額 6,076,998 円

Ｂ 分配準備積立金 0 円

Ｃ 配当等収益額合計（Ａ＋Ｂ） 6,076,998 円

Ｄ 経費 531,517 円

Ｅ 収益分配可能額（Ｃ－Ｄ） 5,545,481 円

Ｆ 収益分配金額 5,506,158 円

Ｇ 次期繰越金（分配準備積立金）（Ｅ－

Ｆ） 
39,323 円

Ｈ 口数 888,090 口

Ｉ 分配金額（１口当たり） 6.20 円

     （百口当たり） 620 円

2. その他費用の内訳  

  信託事務費用 134,873 円
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（金融商品に関する注記） 

 

 (追加情報) 

  当期より、「金融商品に関する会計基準」(企業会計基準第 10 号 平成 20 年 3 月 10 日)及び「金融商品

の時価等の開示に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第 19 号 平成 20 年 3月 10 日)を適用して

おります。  

 

Ⅰ 金融商品の状況に関する事項 
 当期 

 自 平成 22年 5月 13 日 

至 平成 22 年 7月 8日 
金融商品に対する取組方針 当ファンドは証券投資信託として、有価証券、デリバティブ取引等の金融

商品の運用を信託約款に定める「運用の基本方針」に基づき行っておりま

す。 
金融商品の内容及び当該金融商品に係るリス

ク 
当ファンドが運用する主な有価証券は、「重要な会計方針に係る事項に関

する注記」の「有価証券の評価基準及び評価方法」に記載の有価証券等であ

り、全て売買目的で保有しております。また、主なデリバティブ取引には、

先物取引、オプション取引等があり、信託財産に属する資産の効率的な運

用に資するために行うことができます。当該有価証券及びデリバティブ取

引には、性質に応じてそれぞれ価格変動リスク、流動性リスク、信用リス

ク等があります。 
金融商品に係るリスク管理体制 運用部門、営業部門と独立した組織であるリスクマネジメント部を設置

し、全社的なリスク管理活動のモニタリング、指導の一元化を図っており

ます。 
 

Ⅱ 金融商品の時価等に関する事項 
 当期 

 自 平成 22年 5月 13 日 

至 平成 22 年 7月 8日 
貸借対照表計上額、時価及びその差額 貸借対照表計上額は期末の時価で計上しているため、その差額はありま

せん。 
時価の算定方法 （1）有価証券 

売買目的有価証券 

重要な会計方針に係る事項に関する注記「有価証券の評価基準及

び評価方法」に記載しております。 

 

（2）デリバティブ取引 

該当事項はありません。 

 

（3）上記以外の金融商品 

短期間で決済されることから、時価は帳簿価額と近似している

ため、当該金融商品の時価を帳簿価額としております。 
金融商品の時価等に関する事項についての

補足説明 
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場

合には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定に

おいては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によ

った場合、当該価額が異なることもあります。 
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（有価証券に関する注記）   

   

当期（自 平成 22 年 5月 13 日 至 平成 22 年 7月 8 日）  

   

売買目的有価証券   
 （単位：円）

種 類 当計算期間の損益に含まれた評価差額 

株式 △68,024,700 

投資証券 △5,769,390 

合計 △73,794,090 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（１口当たり情報）  

当期 

平成22年7月8日現在 

１口当たり純資産額 968.31 円

（百口当たり純資産額） (96,831 円)

 


